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  2014 年 3 月 25 日 

 

 

 

スマートデバイスの業務利用に最適な高速リモートデスクトップソリューション

「Splashtop Enterprise」の販売開始 
 

 

ＳＣＳＫ株式会社（本社：東京都江東区、代表取締役会長兼 CEO：中井戸 信英、以下ＳＣＳＫ）は、Splashtop 

Inc.（本社：米国カリフォルニア州サンノゼ、CEO：Mark Lee、以下Splashtop社）の高速リモートデスクトップソリュ

ーション「Splashtop Enterprise（スプラッシュトップ エンタープライズ）」 を日本国内で 2014 年 3 月より販売開始

します。 

「Splashtop」シリーズは、世界中で 1,600 万ダウンロード以上の実績があるスマートデバイス向けリモートデス

クトップ製品です。Splashtop 社が独自に開発したプロトコル（通信規約）を利用することにより、セキュアに、ま

た Wi-Fi 回線での使用時にも高速にスマートフォンやタブレットから自席にあるパソコンを操作することができま

す。「Splashtop Enterprise」は、「Splashtop」シリーズの中でエンタープライズ向けとして管理機能を充実させた

オンプレミスバージョンです。  

１．背景 

 近年、在宅型勤務や災害時における事業継続の手段など、スマートデバイスを業務で利用する企業は増加し

ており、タブレットやスマートフォンによるワークスタイルの変革は世界的なトレンドとなっています。一方で、情

報漏洩の危険性や通信速度が課題となり、スマートデバイスを有効活用できていない企業が多いのも現状で

す。そこでＳＣＳＫは、オフィスにいなくても自席のパソコンへセキュアに接続できる高速リモートデスクトップソリ

ューション「Splashtop Enterprise」を日本国内で販売開始するに至りました。 

 ＳＣＳＫでは、「Splashtop Enterprise」に必要なソフトウェア「Splashtop Center」をプレインストールしたサーバ

ーマシン、およびサブスクリプションライセンスをご提供いたします。 

２．「Splashtop Enterprise」の特長 

「Splashtop Enterprise」は、リモートホストパソコンの画面情報を直接取得してリモートクライアント端末へ転送

します。画面情報の転送には、Splashtop 社が独自に開発したプロトコル技術により、Windows API を使うプロト

コルと比べ、OSのオーバーヘッド※1を少なくすることで伝送遅延を抑制しています。このことから、特に大きなデ

ータを扱う建築、製造、医療系の企業に利用されています。 

また、リモートホストとリモートクライアント間の通信は、HTTPS プロトコルを利用しているため、すでに HTTPS

通信を許可している企業においては、ファイアウォールの設定変更を伴うことなく利用開始できます。 

なお、「Splashtop Enterprise」は、エンタープライズ利用として必要不可欠であるアカウント管理、デバイス管

理のほか、セキュリティポリシー作成、ロギング機能、1 台の PC を複数人で利用可能にするグルーピング機能、

リモートクライアント端末からシャットダウンしている PC を起動することができる Wake On LAN 機能を標準実装

しています。 

※1 オーバーヘッド・・・コンピューターの処理を実行するのに付随する作業 
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「Splashtop Enterprise」 設置例 

 

製品サイト URL（ＳＣＳＫホームページ）  http://www.scsk.jp/product/common/splashtop/index.html 

 

３．価格 

「Splashtop Enterprise」サーバー（25ユーザー含む）   1,250,000円（税抜） 

年間サブスクリプション （25ユーザー）     450,000円（税抜） 

追加サブスクリプション （25ユーザー）       90,000円（税抜） 

Splashtop Inc. について 

Splashtop Inc.は、モバイル・クラウドソフトウエアを開発する会社として、2006年、米国カリフォルニア州サンノ

ゼ（シリコンバレー）に設立されました。現在では、東京、台北、杭州にそれぞれ現地法人を設立し、リモートデ

スクトップソフトウエア「Splashtop」シリーズを中心に、グローバルに事業を展開しています。「Splashtop」シリー

ズは、スマートフォンや各種タブレット、電話、パソコン、テレビなどの複数のデバイスを連携させることで、ディス

プレイの共有化を実現することができ、すでに世界中で1,600万人以上のユーザーがダウンロードして利用して

います。日本国内では、2012年に設立されたスプラッシュトップ株式会社が、法人向け製品として「Splashtop 

Enterprise」（オンプレミス版）を提供しています。 

 
本件に関するお問い合わせ先 

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 

ＳＣＳＫ株式会社  

IT プロダクト＆サービス事業本部 

ネットワークテクノロジー部  河部 

TEL：03-5859-3510 

E-mail：mobile.security-info@ml.scsk.jp 

【報道関係お問い合わせ先】 

ＳＣＳＫ株式会社 

広報部  栗岡 

TEL：03-5166-1150 

 

 
※ 掲載されている製品名、会社名、サービス名はすべて各社の商標または登録商標です。 
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